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九州新幹線トンネル工事現場の安全パトロールを長崎労働局長・ 

長崎労働基準監督署長・九州新幹線建設局が合同で実施！（7 月 2 日） 

～ 発注者との合同パトロールは初めて ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同パトロール日程 

日  時： 平成３０年７月２日（月）９時３０分から（終了予定１２時頃） 

場  所： 長崎市東町（別紙３、現場案内図参照） 

施工業者： 鉄建・りんかい日産・西海興業 九州新幹線(西九州)、経ヶ岳トンネル他特定

建設工事共同企業体 

工 事 名： 九州新幹線（西九州）、経ヶ岳
きょうがたけ

トンネル他 

 

長崎労働局発表 

平成３０年６月２５日（月） 
長崎労働局 健康安全課 

  健康安全課長  渡邊
わたなべ

 正
ただし

 

 健康安全係長  都築
つ づ き

 明
あきら

 

電話 ０９５－８０１－００３２（直通） 

平成２９年における長崎県内の労働災害による死傷者数（死亡・休業４

日以上）は、１,４５９名となり、平成２１年以降で最多となった一昨年（平

成２８年）と同数という結果になりましたが、このうち建設業は２０１名

と前年より４名増加しています。 

また、死亡災害についても一昨年より３名多く、１６名もの尊い命が労

働の場で失われ、そのうち３名は建設業で発生しております（産業別で最

多）。 

本年の労働災害の発生状況をみると、５月末時点で、死亡者数は２名で、

いずれも建設業で発生しており、うち 1名はトンネル工事現場において重

機に接触したことによるものです。 

 こうした状況を踏まえ、長崎労働局（局長：小玉
こ だ ま

剛
つよし

）は、全国安全週間 

（７月 1 日～７日）期間中の７月２日に、長崎労働基準監督署（署長：

楠本明彦
くすもとあきひこ

）と発注者である鉄道･運輸機構九州新幹線建設局（局長：綿貫
わたぬき

正明
まさあき

）と連携し、最盛期を迎える九州新幹線（西九州ルート）のトンネル

工事現場へ合同パトロールを実施し、更なる労働災害防止とその気運の醸

成に取り組みます。 

※詳細は、別紙１参照 
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長崎労働局長安全パトロールについて 

１ パトロール実施日時 

  ７月２日（月）９時３０分から（終了予定１２時頃） 

   ※ 多少の雨では実施しますが、大雨洪水警報など、現場の作業中止基準に該当する場合は、 

中止することもあります（中止の場合は、取材申込みのあった報道機関にのみ当日朝電話連絡します） 

２ パトロールを行う現場 

 （１）名 称   九州新幹線(西九州)、経ヶ岳トンネル他 

 （２）住  所   長崎市東町 

 （３）事業場名   鉄建・りんかい日産・西海興業九州新幹線(西九州)、経ヶ岳トンネル他 

特定建設工事共同企業体 

（現場事務所：長崎市田中町279-17  TEL095-894-1651） 

 （４）工  期   平成 27年 2 月 8日 ～ 平成 31年 8 月 8日 

 （５）発 注 者   独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構 九州新幹線建設局 

３ パトロール実施者（１３名） 

（１）長崎労働局： 局長 小玉 剛（コダマ ツヨシ） 

健康安全課長 渡邊 正､健康安全係長 都築 明､健康安全主任 土井 和喜 

（２）長崎労働基準監督署： 署長 楠本 明彦（クスモト アキヒコ） 

安全衛生課長 春田順治、安全衛生係長 倉光直志 

（３）九州新幹線建設局： 次長 岡田 良平（オカダ リョウヘイ） 

長崎建設所長 竹井 修（タケイ オサム） 

副所長 森田 泰智、担当副所長 桑山 祐二 

所員 林田 恵夢、技術員 森山 晃 

４ パトロールのスケジュール 

 ① ９：３５（20 分）  工事概要説明 

 ②１０：００（10 分）  局長挨拶（現場作業者へ） 

 ③１０：１０（60 分）  パトロール 

 ④１１：１０（10 分）  報道陣対応 

 ⑤１１：３０（10 分）  現場事務所にて講評 

５ 取材される方への注意事項 

 （１）当日の取材について 

   取材同行を希望される報道機関の方は、準備の都合等がございますので、次の方法により、

①報道機関名、②予定人数、③中止等連絡先(名前､電話番号)、④保護具等の有無をお知らせ

ください。 

電 話 連 絡：６月２９日（金） １７時まで 

FAX または e-mail：７月 ２日（月）  ８時まで （別紙２ 送信書をご利用ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）服装について 

   ①工事現場内では保護具（ヘルメット）の着用が必要ですので、ご持参ください。 

   ②トンネル現場のため、地面がぬかるんでいる個所があります長靴の着用をお勧めします。 

   ③トンネル内では、防じんマスク及び反射ベストの着用をお願いします。お持ちでない場合 

は、こちらで準備いたしますが、数に限りがありますことをご承知ください。 

 （３）危険な個所への立ち入りについて 

    工事現場には立ち入ると危険な個所があります。 

    立入禁止と表示された場所、ロープなどで囲われた場所には絶対に立ち入らないで下さい。 

 

連絡先（番号､アドレスに誤りがないか確認のうえ､ご連絡ください） 

長崎労働局労働基準部健康安全課（担当：都築、渡邊） 

電話番号（０９５－８０１－００３２） 

ＦＡＸ（０９５－８０１－００３１） 

ｅ-mail（anzen＠fuga.ocn.ne.jp） 

別紙１ 
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ＦＡＸ・メール送信書 
 

 

 長崎労働局労働基準部 健康安全課 行 

 

 

 

① 報道機関名    

② 担当者名  

③ 予定人数  

④ 中止等連絡先 

担当者名  

電話番号  

⑤ 保護具の有無 

有 ・ 無 ヘルメット 

有 ・ 無 防じんマスク（国家検定品） 

有 ・ 無 反射ベスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

別紙２ 
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現場案内図 

 

 
 

別紙３ 
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長崎県の労働災害の発生状況について 

① 昨年（平成29年）の長崎県内の労働災害死傷者数（死亡＋休業４日以上、以下略）は、1,459

人で、前年（平成28年）と同数であった。 

 業種別でみると、製造業(328人）、商業(232人)、保健衛生業（213人）、建設業（201人）の

順で多い。 

昨年（平成29年）の労働災害による死亡者は、136で、前年（平成28年）と比べて3人増加（23.1％

増）。 

 死亡災害の内訳は、製造業（2人）、鉱業（1人）、建設業（3人）、運輸交通業（2人）、 

貨物取扱業（1人）、農業（1人）、水産業（1人）、商業（新聞販売業 2人・倉庫業 1人)、 

清掃業（ビルメン業 1人）、その他（警備業 1人）。 

② 本年の労働災害死傷者数（5月末現在）は479人で、前年同期と比べて39人減少（7.5％減）。 

業種別では、製造業（113人）、保健衛生業（82人）、建設業（70人）、商業(67人)、の順で

多い。 

労働災害による死亡者は、2人で、業種別ではいずれも建設業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 1 

長崎県における労働災害の推移 

死傷災害（死亡+休業 4 日以上） 

死亡災害 
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平成 29 年死亡災害の概要（建設業のみ） 

番号 
発 生 

年 月 日 

被 災 者 

性 別 ・ 職 種 

年 齢 

発  生  状  況 事 故 の 型 所轄署 

１ 29.2 

男 

 

電工 

 

35 歳 

 

被災者は、電柱にケーブルを取り付ける作業の

ため、胴綱を使用し、電柱を昇っている途中、電

線が横断する箇所で胴綱を掛け替える際、地面に

墜落したもの。（高さ：6.78ｍ） 

 

墜落・転落 佐世保 

２ 29.9 

女 

 

作業員 

 

49 歳 

  

民家解体工事において、解体用建設機械（つかみ

機）の近くでゴミ収集作業を行っていた被災者が、

旋回したつかみ機のアタッチメント先端とブロッ

ク塀の間に挟まれ、死亡したもの。 

 

激突され 江迎 

３ 29.10 

男 

 

解体工 

 

52 歳 

施設解体工事において、解体用建設機械を走行

させようとしたところ、同建設機械のブレーカ先

端が解体現場の壁（幅５ｍ×高さ２ｍ×幅１５ｃ

ｍ、重量４ｔ）に当たり倒壊し、解体現場の壁の

周囲でバケット等を片付けていた被災者が挟まれ

死亡したもの。 

崩壊・倒壊 島原 

 

参考 2 
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平成 29 年死亡災害の概要（建設業以外） 

番号 
発 生 

年 月 日 

被 災 者 

性 別 ・ 職 種 

年 齢 

発  生  状  況 
業 種 

事 故 の 型 
所轄署 

1 29.1 

男 

トラック運転者 

47 歳 

被災者は、沖合に係留している台船を補修する

ため、小型船舶（２トン）で港を出発した。その

後、港内で、エンジンがかかったまま無人の小型

船舶が漂流しているのを発見された後、港内の海

面にうつ伏せの状態で浮かんでいる被災者が発見

されたもの。 

製造業 

（窯業土石製品製造業） 

 

おぼれ 

長崎 

2 29.1 

男 

潜水士 

45 歳 

被災者は、海中に設置された生簀内で潜水器を

用いて潜水作業を行っていたところ、同生簀内の

海面に浮かんでいる状態で発見された。人工呼吸

等の措置を受けたが意識はもどらず、その後、救

急搬送されるも死亡したもの。 

水産業 

 

おぼれ 

対馬 

3 29.1 

男 

運転者 

47 歳 

被災者は、トラックで配送中、停車したトラッ

クの運転席で横たわっているところを発見され、

翌日死亡したもの。 

運輸交通業 

（道路貨物運送） 

 

その他 

佐世保 

4 29.2 

男 

機械修理工 

32 歳 

工場に設置された天井クレーン（つり上げ荷重

6.1ｔ）の点検・整備作業において、同クレーンを

走行させたところクレーンガーダに備えられた歩

道上で作業を行っていた作業員 2 名のうち被災者

が何らかの理由で立ち上がり、工場の建屋の梁と

クレーンの制御盤との間に頭部を挟まれたもの。 

製造業（造船業） 

 
はさまれ・巻き込ま

れ 

佐世保 

5 29.2 

男 

運転者 

48 歳 

被災者は、荷卸し作業中に体調が悪くなり、救

急車にて病院へ搬送されたものの、死亡したもの。 

運輸交通業 

（道路貨物運送） 

 

その他 

諫早 

6 29.8 

男 

作業員 

42 歳 

被災者は事業場内の巡回及びオイルタンクのバ

ルブの閉栓作業のため、徒歩で事業場内の事務所

を出発した後、当該オイルタンク付近の海面に仰

向けで浮かんでいるのを発見されたもの。 

商業 

（倉庫業） 

 

おぼれ 

佐世保 

7 29.8 

男 

清掃員 

54 歳 

被災者は、岸壁から船舶の出入口へ飛び移ろう

として海に墜落した。墜落から約１時間経過後に

海面で同船舶設置の縄梯子に掴まった状態で発見

されたが救助作業中に海底まで沈み、その後、救

急搬送されるも死亡したもの。 

貨物取扱業 

（港湾荷役業） 

 

おぼれ 

対馬 

8 29.10 

男 

警備員 

72 歳 

被災者は、橋梁の点検業務のための交通誘導を

行っていたとき、車両停止線で停止せずに走行し

てきた乗用車にはねられ、死亡したもの。 

その他 

（警備業） 

 

交通事故 

佐世保 

9 29.10 

女 

配達員 

77 歳 

階段下にある配達先の玄関前で被災者が倒れて

いるのを住民に発見され、救急車で病院へ搬送さ

れるも死亡したもの。 

商業 

（新聞販売業） 

 

墜落・転落 

佐世保 

10 29.10 

男 

作業員 

48 歳 

砕石プラントにおいて、被災者がプラントのベ

ルトコンベヤー付近で調整作業を行っていたとこ

ろ、コンベヤーの回転軸に右腕の衣服が巻き込ま

れて右腕を切断、左腕も挟まれた状態で倒れてい

るのを発見されたもの。 

鉱業 

（採石業） 

 
はさまれ・巻き込ま

れ 

江迎 

11 29.12 

男 

配達員 

62 歳 

配達先の近くにある用水路にバイクとともに落

ちている被災者が発見され、病院へ搬送されるも

死亡したもの。 

商業 

（新聞販売業） 

 

交通事故 

長崎 

12 29.12 

男 

作業員 

77 歳 

収穫したみかん（１５ｋｇ／箱×１９箱）をト

ラックに積み、畑地の道路（下り坂）を走行して

いたところ、運転操作を誤り道路下の畑に転落し

て内臓破裂等で入院し、その後死亡したもの。 

農業 

 

墜落・転落 

諫早 

13 29.12 

男 

作業員 

43 歳 

被災者は、建物の２階の窓ガラスの清掃を行う

ため、窓のさんの上に立って作業を行っていたと

ころ、体勢を崩し、６．５ｍ下の地上へ墜落した

もの。 

清掃業 

（ビルメン業） 

 

墜落・転落 

長崎 

参考 3 
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平成 30 年死亡災害の概要（5 月末現在） 

番号 
発 生 

年 月 日 

被 災 者 

性 別 ・ 職 種 

年 齢 

発  生  状  況 事 故 の 型 所轄署 

1 30.1 

男 

管理者 

33 歳 

トンネル坑内において、鋼製支保工を切羽に運

ぶために掘削用機械（ドラグ・ショベル）を後退

させたところ、切羽の写真撮影のため待機してい

た被災者に接触したもの。 

はさまれ・巻き込

まれ 
長崎 

2 30.1 

男 

大工 

68 歳 

木造家屋建築工事において、高さ４．２ｍの位

置にあるウッドデッキの床面に枠組足場を組立

て、その上に脚立を乗せ、壁の防水シート貼り作

業を行っていたところ約７ｍの位置より墜落した

もの。 

墜落・転落 長崎 

 

 

 

参考 4 
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死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷 死亡

製造業小計 40 0 26 0 9 0 14 0 21 0 3 0 113 0 131 2 -13.7%

  食料品製造業 13 0 7 0 4 0 8 0 12 0 1 0 45 0 53 0 -15.1%

  繊維工業 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 －

  衣服その他の繊維 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 3 0 1 0 200.0%

  木材・木製品 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 4 0 -25.0%

  家具・装備品 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0.0%

  紙・紙加工品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

  印刷・製本 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

  化学工業 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 4 0 -75.0%

  窯業土石 1 0 1 0 0 0 0 0 3 0 1 0 6 0 5 1 20.0%

  鉄鋼業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -100.0%

  非鉄金属 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 －

  金属製品 11 0 5 0 1 0 4 0 0 0 0 0 21 0 15 0 40.0%

  一般機械器具 1 0 3 0 0 0 0 0 2 0 0 0 6 0 4 0 50.0%

  電気機械器具 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 1 0 100.0%

  輸送用機械等 10 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 34 1 -52.9%

うち造船 10 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 34 1 -52.9%

  電気･ガス･水道業 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 －

  その他の製造 4 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 8 0 -25.0%

鉱業小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -100.0%

　石炭鉱業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

　土石採取業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -100.0%

　その他の鉱業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

建設業小計 29 2 15 0 2 0 4 0 15 0 5 0 70 2 78 1 -10.3%

　土木工事 8 1 2 0 1 0 0 0 7 0 3 0 21 1 15 0 40.0%

　建築工事 20 1 5 0 1 0 1 0 4 0 1 0 32 1 41 0 -22.0%

　その他の建設 1 0 8 0 0 0 3 0 4 0 1 0 17 0 22 1 -22.7%

運輸交通業 17 0 11 0 2 0 2 0 21 0 1 0 54 0 43 0 25.6%

　鉄道等 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 3 0 0.0%

　道路旅客 5 0 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 8 0 25.0%

　道路貨物運送 10 0 6 0 2 0 2 0 19 0 0 0 39 0 31 0 25.8%

　その他の運輸交通 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 1 0 100.0%

貨物取扱業 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0.0%

農林業 2 0 0 0 1 0 4 0 2 0 0 0 9 0 18 0 -50.0%

　農業 1 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 5 0 11 0 -54.5%

　林業 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 4 0 7 0 -42.9%

畜産・水産業小計 2 0 0 0 3 0 1 0 0 0 3 0 9 0 8 0 12.5%

　畜産業 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 0 -50.0%

　水産業 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 8 0 6 0 33.3%

第三次産業小計 104 0 51 0 2 0 22 0 36 0 5 0 220 0 235 0 -6.4%

商業 29 0 21 0 1 0 8 0 7 0 1 0 67 0 78 0 -14.1%

金融広告業 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 6 0 -50.0%

映画・演劇業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

通信業 4 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 0 9 0 -33.3%

教育・研究業 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 3 0 4 0 -25.0%

保健衛生業 45 0 10 0 0 0 9 0 16 0 2 0 82 0 62 0 32.3%

接客娯楽業 9 0 6 0 0 0 3 0 3 0 0 0 21 0 35 0 -40.0%

清掃・と畜 8 0 8 0 0 0 1 0 4 0 0 0 21 0 26 0 -19.2%

官公署 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 －

その他の事業 6 0 4 0 0 0 1 0 3 0 2 0 16 0 15 0 6.7%

合計 196 2 104 0 20 0 47 0 95 0 17 0 479 2 518 3 -7.5%

前年同時期 199 2 99 1 35 0 50 0 108 0 27 0 518 3

対前年増減数 -3 0 5 -1 -15 0 -3 0 -13 0 -10 0 -39 -1

対前年増減率 -1.5% 0.0% 5.1% -100.0% -42.9% － -6.0% － -12.0% － -37.0% － -7.5% -33.3%

死傷病報告による（死亡者は内数）

前年同期
増減率

死亡災害件数については、業務上外調査中を含む

平成30年　業種別・署別労働災害発生状況 　　　長崎労働局
平成30年5月31日

長　崎 佐世保 江　迎 島　原 諫　早 対　馬 合　計
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